
特総研では、在外教育施設の先生方から、障害のあるお子さんへの指導や支援について、メールによる相
談をお受けしております。ご希望の際は「wsodan2@nise.go.jp」宛てにお申込みください。なお、お返事
までに１週間程度お時間をいただくことになりますので、ご了解いただきますよう、よろしくお願いいたしま
す。

独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所
情報・支援部 学校教育支援・連携担当

特総研のウェブサイトには、特別支援教育に関するコンテンツが満載です！

国立特別支援教育総合研究所（特総研）のウェブサイトでは、特別支援教育に携わ
る先生方向けに、様々な情報を発信しています。今回は、障害のあるお子さんへの
指導の際に活用できるいくつかのコンテンツをまとめて紹介します。
教員個々の研修でもお使いになれますし、学校や学部全体での校内研修等でもご
活用ください。

ウェブサイト名 アクセス方法 内容

URL:
http://cpedd.ni
se.go.jp/

【発達障害に関する情報等の発信】
発達障害教育推進センターでは、発達障害に関す
る情報発信や、研修講義の配信、教育実践セミナー
の実施等を行っています。ウェブサイト上では、発達
障害の基本的な知識と指導・支援に関する情報を
提供しています。

URL:
http://inclusive
.nise.go.jp/

【合理的配慮の実践事例データベース】
合理的配慮の実践事例が具体的に掲載されてい
ます（2021年10月現在：５７５事例）。

研修教材としてもご活用いただけます。

URL: 
https://www.ni
se.go.jp/nc/trai
ning_seminar/o
nline

【特別支援教育に関するオンデマンド講義】
およそ170種類以上の講義動画コンテンツから、

受けたい講義をいつでもどこでも受講できます。

URL:
http://kyozai.ni
se.go.jp/

【教材や支援機器の活用方法の紹介】
障害の特性に応じた教材の紹介や支援機器等の

活用に関する情報、さらにそれらを用いた実践事例
を掲載しています。特性や教科等の
キーワードから簡単に検索することが
できます。

「発達障害教育
推進センター」の
ウェブサイト

「インクルDB」
（インクルーシブ教育
システム構築支援
データベース）

「NISE 学びラボ」

「支援教材ポータル」

▶ 講義時間は１５～３０分程度
▶ パソコンやスマートフォンから受講可能
▶ 研修にも活用可能

☆様々なキーワードで事例の検索ができます。
☆ダウンロードすることで、事例の詳細を知るこ
とができます。

日本人学校等で勤務される先生方へ （発行）
独立行政法人
国立特別支援教育総合研究所
情報・支援部学校教育支援・連携
担当https://www.nise.go.jp/nc/
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